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子
ど
も
に
と
っ
て
読
書
活
動
は
、
言
葉
を
学

び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、
創
造
力
を

豊
か
な
も
の
に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力

を
身
に
つ
け
て
い
く
上
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
19
年
３
月
に
策
定
し
た「
袋
井

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」の
取
り
組
み
の

現
状
と
、
新
た
に
生
じ
た
課
題
を
踏
ま
え
、
同
計

画
を
改
訂
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
た
な
計
画
に
基
づ
き
、
家
庭
・
地

域
・
学
校
・
図
書
館
・
関
連
団
体
な
ど
が
緊
密
に

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
保
護
者
へ
の
啓
発
…
乳
幼
児
検
診
や
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
保
護
者
が
集
ま
る
機
会
に
、

読
書
や
読
み
聞
か
せ
、
語
り
か
け
の
重
要
性
に

つ
い
て
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

▽
映
像
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
働

き
掛
け
…
保
護
者
と
子
ど
も
を
対
象
に
、
テ
レ

ビ
な
ど
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
上
手
に
利
用
す
る

ル
ー
ル
づ
く
り
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

▽「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」の
実
施
と「
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
事
業
」の
実
施
…
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
実
施
後
の
子
ど
も
と
本
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
の
相
談
に
応
じ
、
発
達
段
階
に
沿
っ
た
本

の
紹
介
や
、
個
々
の
親
子
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

▽
施
設
の
運
営
・
蔵
書
の
整
備
…
各
公
民
館
の
図

書
室
の
蔵
書
更
新
と
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
で
管
理
運
営
方
法
を

検
討
す
る
こ
と
で
、
公
民
館
図
書
室
の
利
用
促

進
を
図
り
ま
す
。

▽
学
習
機
会
の
提
供
…
乳
幼
児
家
庭
教
育
学
級
や

小
学
校
家
庭
教
育
学
級
の
学
習
項
目
の
中
に
、

子
ど
も
と
読
書
に
つ
い
て
の
学
習
を
取
り
入

れ
、
読
書
や
読
み
聞
か
せ
、
語
り
か
け
の
重
要

性
に
つ
い
て
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

　
子
ど
も
と
本
が
出
会
え
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

「
袋
井
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」を
改
訂
し
ま
し
た

家
庭
で
の
読
書
活
動
の
推
進

1

地
域
で
の
読
書
活
動
の
推
進

2
保
育
所（
園
）・
幼
稚
園
で
の

読
書
活
動
の
推
進

3※
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と
は

「
物
語
や
お
話
を
、
語
っ
て
聞
か
せ
る
」こ
と
。
読
み

聞
か
せ
と
違
い
絵
本
を
使
わ
な
い
た
め
、
お
は
な
し

を
聞
き
な
が
ら
、
自
分
で
想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
実
施
…
子
ど
も
の
発
達
段

階
に
合
っ
た
絵
本
を
用
い
て
、
読
み
聞
か
せ
や

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
（※）
を
行
い
ま
す
。

静岡県の取り組み

「読書県しずおか」
県民1人1人が生涯を通じて

読書を楽しむ習慣の確立

袋井市の取り組み
「心ゆたかな人づくり」

本に出会い、本を知る
　親子のふれあいを重視した読書活動
推進への取り組みに対して、支援と啓
発を図り、身近な地域の読書環境を整
備します。

本に親しみ、本を活
い

かす
　学校全体で読書習慣づくりに取り組
む推進体制を整備し、学校図書館活性
化のための資料・設備の充実や適切な
人員配置に努めます。

⇩
本と生き、本を伝える

　子どもだけでなく、大人も対象とし
て読書活動の推進や啓発、読書環境の
整備に努めます。

問
袋
井
図
書
館　

☎
４
２

−

５
３
２
５　
　

浅
羽
図
書
館　

☎
２
３

−

６
８
０
１

成人への働きかけ

就学期への働きかけ

乳幼児期への働きかけ

⇩

ブックスタートの様子
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▽
保
護
者
へ
の
啓
発
…
日
常
生
活
で
、
積
極
的
に

読
み
聞
か
せ
を
実
施
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

保
護
者
へ
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

▽
蔵
書
の
充
実
…
す
べ
て
の
子
ど
も
が
、
日
常
的

に
本
に
親
し
め
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
絵
本

コ
ー
ナ
ー
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▽
資
料
の
収
集
整
理
…
傷
ん
だ
図
書
や
古
く
な
っ

た
図
書
の
更
新
、
蔵
書
の
整
理
を
行
い
、
児
童

や
生
徒
の
興
味
や
関
心
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
に

図
書
の
質
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
発
達

段
階
や
地
域
の
特
性
な
ど
に
配
慮
し
た
市
推
薦

図
書（
フ
ー
ち
ゃ
ん
文
庫
）の
選
定
を
行
い
、
計

画
的
に
図
書
資
料
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▽
読
み
聞
か
せ
や
朝
読
書
の
実
施
…
毎
日
15
分
程

度
の
朝
読
書
ま
た
は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
を
定
期
的
に
実
施
し
、
読
書
の
習
慣
づ
け
を

図
り
ま
す
。

▽
読
書
指
導
の
推
進
…
多
種
多
様
な
読
書
活
動
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
読
書
の
大
切
さ
を
広
め

る
た
め
、
保
護
者
に
学
校
だ
よ
り
な
ど
を
通
し

て
啓
発
を
行
い
ま
す
。

▽
保
育
所（
園
）・
幼
稚
園
・
学
校
・
地
域
と
の
連
携

…
図
書
や
子
ど
も
の
読
書
に
関
す
る
情
報
を

市
立
図
書
館
か
ら
提
供
す
る
ほ
か
、
保
育
所

（
園
）・
幼
稚
園
・
学
校
・
公
民
館
図
書
室
な

ど
の
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

▽
児
童
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
…
調
べ
学
習
や
読

書
案
内
な
ど
、
様
々
な
児
童
サ
ー
ビ
ス
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
図
書
の
収
集
と
提
供
を
行
い
、

児
童
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▽
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成
…
子
ど
も
の
発
達
段
階

ご
と
の
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
読
書
推
進

に
活
用
し
ま
す
。

▽
各
種
お
は
な
し
会
の
開
催
…
子
ど
も
の
年
齢
に

応
じ
た
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
未
就
学
時

か
ら「
耳
か
ら
聞
く
物
語
」に
触
れ
る
機
会
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
立
図
書
館
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
図
書
館
だ
よ

り
や
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
ふ
く
ろ

い
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
を

は
じ
め
、
書
店（
子
ど
も
読
書
推
進
協
力
店
）や
医

療
機
関
と
協
力
し
て
の
読
書
活
動
推
進
Ｐ
Ｒ
の
実

施
を
行
い
、
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
が
読
書
と
触
れ
合
え
る
環
境
の
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

学
校
で
の
読
書
活
動
の
推
進

4

市
立
図
書
館
で
の読
書
活
動
の
推
進

5

啓
発
や
広
報
活
動
を
通
じ
た

読
書
活
動
の
推
進

6

家 庭
◇読み聞かせや語りかけの実施
◇子どもと本に関する行事などへの参加
◇テレビなど映像メディアとの
関わり方の工夫　　など

地 域
◇施設の運営や公民館図書室の蔵書整備
◇学習機会の提供　　など

連携・協力

保育所（園）・幼稚園
◇読み聞かせの実施や保護者への啓発
◇子ども読書に関する職員研修　　など

学 校
◇資料の収集整理、施設・設備の整備
◇読書指導の推進　　など

市立図書館
◇保育所（園）・幼稚園・学校・地域との連携
◇蔵書や各種サービスの充実　　など

支援・協力⇩⇧「ようこそ図書館へ」

緑
りょくいん

陰おはなし会の様子
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1　菜の花サポーターの募集（平成23年6月～）

～未来につなぐ豊かな環境～

　プロジェクトの開始にあたり、活動に携わっていただけ
るサポーターを募集しました。現在は、78人（大人49人、
子ども29人）のサポーターの皆さんがプロジェクトに参加
しています。（平成24年3月末日現在）

２　体験学習会の開催（平成23年7月）　

　菜の花エコプロジェクトへの理解を深めるために、他市で
の事例紹介やミツバチの話を聞き、搾油の体験と、菜種油を
使った天ぷらを試食する学習会を行いました。　

　第１回目の農作業体験となる、菜の花の種まきを行い、
プロジェクトのPR看板を設置しました。

袋井市では、バイオマスの利活用を促進するとともに、環境教育の推進、循環型社会の構築や地域活性化などを目的として、
平成23年度から、湊地内の耕作放棄地（約5,000㎡）を活用して「菜の花エコプロジェクト」をスタートしました。
このプロジェクトでは、市民の皆さんの手で菜の花を栽培し、種まきから刈り取りまでの農作業体験をはじめ、菜種から油を

とる搾
さ く ゆ

油体験や、とれた油を使った料理の試食会、廃食用油からバイオディーゼル燃料※（BDF）へのリサイクルを学ぶ学習会

などを通じて、「資源循環」についての理解を深めていきます。
今回は、これまでの活動内容と今後の予定を紹介します。　 環境政策課環境企画係　☎44-3135

搾
さく ゆ

油は面白いけど大変！

みんなで種まき 菜の花の成長が楽しみ！

４　菜の花観賞会（平成24年3月）　

　満開の菜の花畑で観賞会を行いました。菜の花畑での宝
探しや、菜の花のスケッチ、廃食用油からの石けん作り、
ハチミツの試食などを楽しみました。

満開の菜の花畑

５　平成24年度に予定している活動

① 刈り取り、種取り作業（6月）

⑤ 種まき作業（10月）
⑥ 間引き、施

せ ひ

肥（12月）

⑧ 菜の花観賞会（3月）
　（ふれあい、体験）

ハチミツを試食

サクサクしておいしいね

　菜の花サポーターは随時募集して

います。参加希望の方は、環境政策

課までご連絡ください。皆さんの参

加をお待ちしています。

◎参加者を募集しています！

資源循環の輪を
つくっていきます ④ 学習会（8月）

　（BDFカート試乗）

⑦ 学習会（1月）
　（廃食用油からの
　　ロウソク作り体験など）

※
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料 

… 

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
１
つ
で
、
生
物
由
来
油
か
ら
作
ら
れ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
用
の
燃
料
の
こ
と
。

3　種まき作業（平成23年10月）

取り組
んでい

ます！

　

　

③ 搾
さ く ゆ

油体験と料理試食会（7月）
　（ソーラークッカーで目玉焼き
　　作りなど）

② 菜種油の製油（6月～）
　（学校給食センターなどでの利用）

菜の花エコプロジェクト



　～1日も早い復興を願って～

「被災地を応援する袋井市民の会」活動報告
「被災地を応援する袋井市民の会」は、東日本大震災により、甚大な被害を受けた岩
手県釜石市、宮城県岩沼市及び東北地方各地の1日も早い復興を願い、市民みんなで
支援に取り組むことを目的として、昨年6月に設立された組織です。
市内の各種団体が力を合わせ、官民一体となった「オール袋井」体制で、被災地の復
興支援に継続的に取り組んでいます。
今回は、会員の皆さんによる昨年度の支援活動を紹介します。

企画政策課企画係　☎44-3105

会員名 内容 実施時期

市観光協会 法多山万灯祭及び油山寺大念珠祭での支援金募金活動 7月、8月

市自治会連合会 上山梨自治会連合会による山梨祇園祭りでの支援金募金活動 7月

市公立幼稚園
PTA連絡協議会

園児たちが模造紙大の手づくりプレゼントなどを作成し、
釜石の5つの幼稚園に送付

12月

市スポーツ協会
ミニバス大会時に作成したTシャツを、釜石市双葉ミニバ
ススポーツ少年団に送付

12月

市社会福祉協議会
映画「エクレールお菓子放浪記」を上映し、売り上げの一部
を義援金として送付

3月

市PTA連絡
協議会

小中学校PTAで義援金を募って購入した教材や物品を、
釜石東中学校に送付

3月

会員名 内容 実施時期

袋井商工会議所

釜石市商工会議所推薦商品「仙人秘水」（ミネラルウォー
ター）を販売

7月、8月

ふくろい遠州の花火に、市内避難者や自衛隊などの復興支
援活動に携わった方約620人を招待

8月

袋井青年会議所
「絆
きずな

を力に！がんばろう日本！」と題した復興イベントとし
て、東北地方の物産展を市役所南側芝生広場で開催

9月

NPO法人
静岡県災害支援隊

近隣市町への避難者同士のコミュニケーションを深めるこ
とを目的として、ボウリング大会に招待

1月

静岡県野球連盟
袋井支部

市内野球連盟の少年野球チームが、釜石市の少年野球チー
ムとのスポーツ交流やボランティア活動を実施

3月

会員名 内容 実施時期

運転ボランティア
の会

岩沼市、釜石市でのがれき撤去などのボランティア活動 6月～8月

袋井市災害ボラン
ティアの会

陸前高田市や大槌町での家屋の片づけ、がれきの撤去、土
砂のかき出しなどのボランティア活動

6月、7月、
10月

袋井商工会議所
（青年部とOB）

石巻市で開催された「石巻川開き祭り花火大会」の運営支援 8月

NPO法人
静岡県災害支援隊

ボランティアを募り、陸前高田市でがれき撤去などのボラ
ンティア活動

9月、11月、
3月

◎できることから取り組みました

◎被災地と被災された方々に笑顔を届けるために

◎被災地に赴いて支援活動を行いました

　本会は、被災地の復興支援に賛同
いただける団体であれば、どなた
でも加入できます。
　会員が行う支援活動に対して
は、市の交付要綱に基づいて補助
金が交付されます。支援活動をお
考えの団体の皆さんは、お気軽に
お問い合わせください。

おそろいのTシャツで
ミニバスがんばろうね

がれき撤去の様子

また対戦しよう！
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ふくろいウオーキングキャラバン

今年もスタート！健康ウオークで心も体も笑顔に
4

7
　ウオーキングを通じて、郷土の自然や文化に親し
みながら健康づくりを進める「ふくろいウオーキング
キャラバン」が、4月7日、宇刈地区からスタートし
ました。
　今年度の第1回目となったこの日は、およそ250
人の参加者が、宇刈いきいきセンターを出発し、宇
刈川に沿った「宇刈川せせらぎコース」を散策。
　完成したばかりの宇刈里山公園で休憩を取りなが
ら、満開の桜の中、ウオーキングを楽しみました。

山名小学校増築校舎落成式

新しい校舎で、のびのびと成長を

　3月26日、山名小学校で、増築校舎完成に伴う落
成式が行われました。
　山名小学校では、学区内の児童数増加や35人学
級編成の実施など、今後、教室の不足が見込まれる
ため、平成23年6月から校舎の増築工事を行ってき
ました。
　落成式では、新6年生の田中愛

あ い

唯さんと松永舞
ま い

依
さんが司会を務め、式を進行。児童代表の4人から
施工業者4社へ感謝状が手渡され、「素晴らしい校舎
を作っていただき、ありがとうございました。新し
い校舎で一生懸命に勉強したいと思います」など、
お礼の言葉が述べられました。

【施設概要】　▽構造…鉄筋コンクリート造3階建て
▽延べ床面積…1176.12㎡　▽設備…普通教室

（9教室）、トイレ、給食受入室、教材室など

3
26
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満開の桜の下をウオーキング澄んだ空、さわやかな風。最高のお天気でした

増築校舎の新教室

落成をお祝いしてテープカット



　4月5日、東海アクシス看護専門学校で「平成24年
度入学式」が行われ、入学生60人（女性51人、男性9
人）が、看護の道を歩み出しました。
　式典では、小早川校長が入学許可を宣言し、「人の
痛みが分かり、相手を思いやることができる真のプ
ロフェッショナルを目指してください」と式辞を述べ
ると、入学生を代表して鷲

わ し や ま

山郁
い く み

美さんが、「思いやり
の心を築き、患者さんや家族の力になれるよう常に
笑顔で接し、信頼される看護師を目指します」と誓い
ました。

東海アクシス看護専門学校 入学式

思いやりある看護師を目指して
「袋井あそび保育園」開園記念式典

次代を担う子どもたちを育成

消防団入退団式

女性消防団員が誕生！共助の要
かなめ

として地域を守る

　4月1日、中央公民館で「袋井市消防団 入退団式」が行われ、退団する121人に、これまでの功績に対する感謝
状や記念品を贈呈するとともに、新入団員134人や新役員・新分団長などへの辞令交付を行いました。
　平成24年度からは、新たに女性消防隊が組織され、この日、4人の女性消防団員が誕生しました。
　新入団員宣誓では、浅羽方面隊第1分団の岩田智明さんが、「忠実に消防の義務を遂行することを誓います」と宣
誓。高橋祐一団長からは、「1日も早く消防団活動に慣れ、まず自らの、そして家族や地域の皆さんの命を守る
手本となってください」と訓示が述べられました。

4
1

4
5

3
20

　3月20日、「袋井あそび保育園」（袋井市久能）の開
園に伴う記念式典が行われました。袋井あそび保育
園は、定員120人で市内最大規模の認可保育所とな
ります。
　袋井市は、待機児童が県内でも多く、その解消に
向け認証保育所事業や保育ママ事業など様々な施策
を行っていますが、袋井あそび保育園の開園は、待
機児童の解消に加え、袋井市では初となる「休日保
育」の実施や2園目となる「病後児保育」の実施など、
本市の保育サービスの向上への貢献が期待されてい
ます。
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女性消防団員への辞令交付 新入団員宣誓

入学生誓いの言葉
屋内プール広々とした園舎と園庭
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　空手、武道、格闘技。一般の方には、敷居が高い、
とっつきにくいというイメージかもしれません。
　優武空手袋井東道場では、そんなイメージを一新させ
るスタイルで、空手を好きになってもらえるような
稽
け い こ

古、元気な稽古を心掛けて、子どもから大人まで、男
女問わず楽しく活動しています。
　家族や仲間と一緒に汗をかくこと、自分を磨くこと、
そんな時間を大切にしてみませんか。
　事前の連絡は不要です。是非、直接見学・体験にお越
しください。

楽しく・美しく・健康に

活動日　毎週日曜日　午後7時30分～9時
活動場所　袋井東小学校体育館
会費　100円/回
問太田浩

ひろみち

道さん（菅ケ谷）☎090-4237-3680 携帯用ホームページの
二次元コード

優
ゆ う ぶ

武空手袋井東道場

　

５
月
３
日（
木
・
憲
法
記
念
日
）に
、
エ
コ

パ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
る
静
岡
国
際
陸

上
競
技
大
会
。
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

代
表
選
手
選
考
も
兼
ね
た
こ
の
大
会
に
出
場

す
る
の
が
、
天
野
裕
太
さ
ん（
21
歳
）で
す
。

自
分
の
頑
張
り
が
結
果
に
表
れ
る

そ
の
喜
び
を
次
へ
の
原
動
力
に

　

天
野
さ
ん
が
、
初
め
て
陸
上
競
技
の
ハ
ー

ド
ル
種
目
に
挑
戦
し
た
の
は
、
小
学
６
年
生

の
時
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
も
と
も
と
空
手
教
室
に
通
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
小
学
校
対
抗
の
陸
上
競
技
大
会
で
良

い
成
績
を
残
せ
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
く

て
、
中
学
校
で
陸
上
競
技
部
に
入
部
す
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」

　

中
学
校
で
は
、
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
種
目

に
取
り
組
み
始
め
た
天
野
さ
ん
。
し
か
し
、

最
初
は
思
う
よ
う
に
タ
イ
ム
が
縮
ま
ら
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
中
学
２
年
の
こ
ろ
か
ら
、
先
生
の
指
導
の

お
か
げ
で
タ
イ
ム
が
縮
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

学
校
の
部
活
動
が
終
わ
っ
た
後
に
、
週
３

回
、
袋
井
市
陸
上
競
技
協
会
の
練
習
会
に
も

参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
頑
張
り
が

結
果
に
表
れ
て
く
る
の
が
、
と
に
か
く
う
れ

し
か
っ
た
で
す
ね
」

　

中
学
３
年
の
時
に
は
、
全
日
本
中
学
校
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
な
ど
、
全
国
レ
ベ
ル
の

大
会
へ
進
出
で
き
る
ほ
ど
成
長
し
た
天
野

さ
ん
。
高
校
で
は
、
全
国
高
校
総
体（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）へ
出
場
し
、
大
学
へ
と
進
み
ま

す
。

さ
ら
に
高
い
レ
ベ
ル
と
の
出
会
い

種
目
を
変
更
し
、次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

「
大
学
で
は
、
１
年
生
の
時
に
出
場
し
た
大

会
で
、
そ
れ
ま
で
と
は
違
う
レ
ベ
ル
の
高
さ

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
１
１
０
ｍ
と
４
０
０
ｍ
の
ハ
ー

ド
ル
種
目
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
す
が
、

さ
ら
に
レ
ベ
ル
の
高
い
ス
テ
ー
ジ
へ
挑
戦
し

て
い
く
た
め
に
、
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
だ
け

に
集
中
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
」

　

大
学
２
年
か
ら
は
、
種
目
を
４
０
０
ｍ

ハ
ー
ド
ル
に
し
ぼ
っ
て
取
り
組
み
始
め
た
天

野
さ
ん
。
毎
年
、
自
己
記
録
を
更
新
し
、
昨

年
行
わ
れ
た
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
抗
選
手

権
大
会（
通
称「
全
カ
レ
」）で
は
、
５
位
入
賞

を
果
た
し
、
前
述
の
静
岡
国
際
陸
上
競
技
大

会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

最
高
の
夢
に
向
か
っ
て

「
こ
れ
ま
で
見
て
い
る
側
だ
っ
た
大
会
に
出

場
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
標
準
記
録

Ｂ
を
突
破
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
が
、
そ
れ

を
達
成
し
た
ら
、
次
は
参
加
標
準
記
録
Ａ
を

突
破
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
し
て

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」

　

大
会
へ
の
意
気
込
み
、
そ
し
て
将
来
の
夢

を
力
強
く
語
っ
て
く
れ
た
天
野
さ
ん
。
６
月

に
開
催
さ
れ
る
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

へ
の
出
場
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
陸
上
競
技
ト
ラ
ッ
ク

で
、
天
野
さ
ん
の
雄
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
速
く
、
も
っ
と
高
い
レ
ベ
ル
へ

袋
井
市
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
す
！

第
28
回
静
岡
国
際
陸
上
競
技
大
会
兼
第
30
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
選
考
競
技
会

男
子
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
種
目
出
場

至し
が
っ
か
ん

学
館
大
学 

陸
上
競
技
部　

天
野
裕ゆ

う
た太
さ
ん（
神
長
）

至学館大学 陸上競技部　天野裕太さん

メンバーの皆さん

稽古の様子



市
長
：
皆
さ
ん
が
持
つ「
袋
井
の
観

光
」は
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
か
？

鈴
木
：
京
都
か
ら
袋
井
に
来
て
７
年

に
な
り
ま
す
が
、
最
初
は「
袋
井
は

観
光
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
な
」と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
住
ん
で

み
た
ら
花
火
や
メ
ロ
ン
、
史
跡
な
ど

素
晴
ら
し
い
観
光
資
源
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

大
谷
：
観
光
と
聞
く
と
、
名
所
や
イ

ベ
ン
ト
を
想
像
し
ま
す
が
、
実
は
、

袋
井
に
は
食
事
を
楽
し
め
る
と
こ
ろ

が
周
辺
の
市
町
に
比
べ
て
た
く
さ
ん

あ
る
。「
お
い
し
い
、
楽
し
い
」と
い

う
の
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

時
田
：
県
外
へ
出
て
い
っ
た
時
、
ま

だ
ま
だ「
袋
井
っ
て
ど
こ
？
」と
聞
か

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

市
長
：
知
名
度
が
低
い
と
い
う
話
が

出
ま
し
た
が
、
東
洋
経
済
新
報
社
が

毎
年
発
表
す
る「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
」で
、
袋
井
市
は
２
０
１
０
年
版
で

全
国
28
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
っ

と
注
目
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
ん

な
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？

刑
部
：
山
も
平
地
も
海
も
あ
っ
て
、

人
が
集
ま
る
名
所
や
イ
ベ
ン
ト
も
あ

る
。
１
つ
１
つ
は
素
晴
ら
し
い
観
光

資
源
な
の
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
で

き
て
い
な
い
感
じ
が
し
ま
す
。

大
谷
：
観
光
名
所
を
見
終
わ
っ
た

ら
、
次
は
お
い
し
い
店
に
寄
っ
て
も

ら
う
。
そ
ん
な
連
携
を
持
た
せ
ら
れ

た
ら
、
地
域
の
輝
き
を
生
か
し
て
い

け
そ
う
で
す
よ
ね
。

時
田
：
や
は
り
、
受
け
身
で
は
ダ

メ
で
す
よ
ね
。
市
民
自
身
が
良
さ
を

知
っ
て
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
け

る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

鈴
木
：
確
か
に
、
地
元
に
愛
さ
れ
る

こ
と
が
、
本
当
の
魅
力
に
つ
な
が
る

気
が
し
ま
す
。

癒い
や

し
の
観
光
や
健
康
の
観
光
、
例
え

ば
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う

に
、
地
元
の
人
も
楽
し
め
る
特
色
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
袋
井
に
来
て
く

れ
る
人
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長
：
ま
ち
を
良
く
見
せ
る
た
め

に
、
行
政
が
す
べ
き
こ
と
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
で
き
る
こ
と
は
、
ど
ん
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
？

時
田
：
自
分
の
住
む
ま
ち
が
、
い

か
に
素
晴
ら
し
い
か
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
に
も
、
市
民
１
人
ひ
と
り
が

「
袋
井
に
住
む
こ
と
っ
て
、
こ
ん
な

に
恵
ま
れ
て
い
る
ん
だ
」と
考
え
て

み
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

鈴
木
：
袋
井
を
元
気
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
と

思
い
ま
す
。
行
政
に
は
、
そ
う
い
っ

た
人
た
ち
の
熱
意
を
く
み
上
げ
て
、

力
を
合
わ
せ
て
い
け
る
仕
組
み
を

作
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

刑
部
：
市
内
の
企
業
と
協
力
し
て
、

大
人
の
工
場
見
学
や
子
ど
も
の
職
業

体
験
な
ど
が
で
き
た
ら
楽
し
そ
う
で

す
よ
ね
？

行
政
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
で

も
、
市
民
や
企
業
が
一
緒
に
な
っ
て

「
楽
し
い
」を
作
り
出
せ
れ
ば
、
観
光

振
興
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

大
谷
：
観
光
を
産
業
と
し
て
考
え
る

と
、
こ
こ
に
住
む
人
が
豊
か
に
な
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
よ
ね
。

　

市
民
も
観
光
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
行

政
に
は
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

市
長
：
観
光
に
つ
い
て
、
も
っ
と
幅

広
い
考
え
方
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

袋
井
の
観
光
を

盛
り
上
げ
て
い

く
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
今
後
の

活
躍
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

心
も
か
ら
だ
も
ま
ち
も
ほ
っ
と
す
る「
健
康
文
化
観
光
」ふ
く
ろ
い
へ
。

今
回
は
、観
光
に
携
わ
る
皆
さ
ん
と
市
長
が
対
談
し
ま
し
た
。

袋
井
の
観
光

「
知
ら
せ
て
・
来
て
・
観
て
・
ま
た
来
て
も
ら
う
」た
め
に

袋
井
で「
観
光
」と
い
う
言
葉
で

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
？

時田直宏さん（山田）

和
やわらぎ

の湯勤務
たまごふわふわほっと隊

ま
ず
は
、
自
分
で
見
て

体
験
す
る
こ
と
が
必
要

大谷純
じゅんのう

應さん（豊沢）
法多山尊永寺住職
袋井市観光協会 宣伝・誘客部会長

市
民
１
人
ひ
と
り
が

観
光
ガ
イ
ド
・
観
光
特
使
に

刑
おさかべ

部千晃さん（高尾）
主婦、平成23年度広報広聴モニター

行
政
と
市
民
・
企
業
の

協
力
で「
楽
し
さ
」を

鈴木祐
ゆ か こ

加子さん（川井）
第4代袋井ほっと観光特使
花火大会実行委員

「
袋
井
が
好
き
」

そ
の
気
持
ち
を
つ
な
げ
た
い

袋井市長　原田英之

観
光
を
き
っ
か
け
に

袋
井
を
元
気
に

行
政
が
す
べ
き
こ
と

市
民
に
で
き
る
こ
と

も
っ
と
注
目
し
て
も
ら
う
た
め
に

9 広報ふくろい 2012　平成24年5月1日
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地域経済を取り巻く環境が厳しい状況の中、観光振興による
交流人口の増大や地域活性化、雇用の確保・拡大などが期待
されています。
市では、平成23年度に「袋井市観光基本計画」を策定。今後、
誘客促進事業や担い手育成、観光資源の掘り起こしに取り組
むなど、積極的な観光施策を展開していきます。
問産業振興課観光振興室（JR袋井駅前・袋井市観光案内所内）

☎44-3156

知れば知るほど

袋
井
市
の
観
光
の
現
状

　

袋
井
市
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
な
ど

地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
施
設
に
は
、
年
間

４
０
０
万
人
以
上
の
観
光
旅
行
者
が
訪
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
観
光
旅
行
者
の
多
く
が
、
遠
州
三
山

（
法
多
山
・
油
山
寺
・
可
睡
斎
）を
は
じ
め
、
小

笠
山
総
合
運
動
公
園
エ
コ
パ
、
ふ
く
ろ
い
遠
州
の

花
火
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
袋
井
市
を
訪
れ
て
い

ま
す
。

　

袋
井
市
の
観
光
の
特
徴
と
し
て
は
、
①
旅
行
消

費
額
は
小
額
で
、
②
近
県
・
県
内
・
近
隣
地
域
か

ら
の
観
光
旅
行
者
が
多
く
、
③
宿
泊
を
伴
わ
ず
、

④
少
人
数
で
袋
井
市
を
訪
れ
る
、
い
わ
ゆ
る「
安あ

ん

・

近き
ん

・
短た

ん

・
少

し
ょ
う

」の
観
光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

観
光
基
本
計
画
の
策
定

▽
計
画
策
定
の
目
的

　

市
で
は
、「
に
ぎ
わ
い
あ
る
観
光
の
振
興
」を
推

進
し
て
い
ま
す
。
観
光
は
、
①
交
流
人
口
②
市
民

文
化
の
振
興
③
産
業
政
策
の
観
点
か
ら
も
、
重
要

な
行
政
施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
観
光
の
方
向
性
や
基
本
的
施
策
を
明
ら

か
に
し
、
観
光
を
軸
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、「
袋
井
市
観
光
基
本
計

画
」を
定
め
ま
し
た
。

▽
計
画
期
間

　
「
袋
井
市
観
光
基
本
計
画
」は
、
よ
り
長
期
的
な

展
望
を
視
野
に
入
れ
、
平
成
24
年
度
か
ら
27
年
度

ま
で
の
４
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

心 も からだ も まち も ほっと する「健康文化観光」ふくろい

～ 袋井市観光基本計画を推進します ～

袋井ほっと観光特使

鈴木祐
ゆ か こ

加子さん（川井）

おもしろい
ふくろい！

袋
井
市
の
観
光
の
目
指
す
姿
と
方
向

▽
目
指
す
姿

　
心
も
か
ら
だ
も
ま
ち
も
ほ
っ
と
す
る

「
健
康
文
化
観
光
」ふ
く
ろ
い

　

袋
井
市
を
訪
れ
る
観
光
旅
行
者
に
、
心
も
体
も

ま
ち
も
、
ほ
っ
と
・
い
き
い
き
す
る「
日
本
一
健
康

文
化
都
市
ふ
く
ろ
い
」を
体
感
・
共
感
し
て
も
ら
う

「
健
康
文
化
観
光
」を
、
目
指
す
姿
と
し
ま
す
。

▽
目
指
す
方
向

　
リ
ピ
ー
タ
ー
と
フ
ァ
ン
づ
く
り

「
知
ら
せ
て
・
来
て
・
観
て
・
ま
た
来
て
も
ら
う
」

　

袋
井
市
を
初
め
て
訪
れ
る
人
を
増
や
す
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
訪
れ
た
人
が
リ
ピ
ー
タ
ー（
常
連
）と

な
り
、
さ
ら
に
は
袋
井
市
の
フ
ァ
ン
と
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

観
光
基
本
方
針
実
現
へ
の
３
本
の
柱

　

リ
ピ
ー
タ
ー
と
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
、
①
袋
井（
地
域
）ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
②
企
画
力

や
情
報
発
信
力
な
ど
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
推
進

③
地
域
の
観
光
を
支
え
る
担
い
手
の
充
実
と
育
成

を
、
３
本
の
柱
と
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

計
画
の
実
現
に
向
け
て

　

計
画
の
実
現
に
は
、
行
政
は
も
ち
ろ
ん
、
市
観

光
協
会
を
中
心
と
し
た
観
光
関
係
団
体
、
農
業
・

商
工
業
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
な
ど
様
々
な
分
野

の
各
種
団
体
、
そ
し
て
市
民
１
人
ひ
と
り
が
、
協

力
・
連
携
し
な
が
ら
観
光
振
興
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
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◇市民1人ひとりが袋井のファンになって、「市民みんなが観光大
使」を目指す体験型講座です。

日時　6月3日（日）　午前9時～午後1時　　場所　可睡斎ほか
内容

　　　座禅体験　　　　  昼食（精進料理）　　  可睡ゆりの園見学

対象　市内在住の中学生以上の方
定員　100人（応募者多数の場合は、抽選）
受講料　1,000円
申込方法　5月15日（火）までに、はがきまたは、ファクスに「健康

文化観光講座申込」と明記し、住所、氏名、電話番号を記入し
て、お申し込みください。

産業振興課観光振興室　☎44-3156　FAX44-3189
〒437-8666　袋井市役所産業振興課観光振興室

心 も からだ も まち も ほっと する「健康文化観光」ふくろい

袋井ほっと観光特使

久野夏
な つ み

未さん（川会）

◇「観光ボランティア」は、JR袋井駅前の袋井市観光案内
所や各種イベントで観光案内をしています。

◇随時募集中です。袋井市が好きな方、袋井市のPRを
したい方など、是非ご応募ください。

対象　18歳以上の方（経験は問いません）
申込方法　電話で住所、氏名、電話番号をお申し込みく

ださい。
袋井市観光協会　☎43-1006

募集中「観光ボランティア」

◇「ふくろい遠州の花火」でのイベントボランティア（花
火もりあげ隊）と、袋井商工会議所イメージキャラク
ター「どまんニャか」のサポートメンバー（どまんニャ
か応援隊）を募集します。

対象　高校生以上の方
待遇　ボランティアのため謝礼はありませんが、交通費

や弁当代などは、事務局で支給または、負担します。
◇定員、募集期限はありません。
◇詳しくは、お問い合わせください。

袋井商工会議所　☎42-6151

募集中袋井商工会議所 イベント応援隊

1 「知れば知るほどおもしろい　ふくろい！」

　講師　太田忠
ち ゅ う し ろ う

四郎さん（袋井市観光協会会長）

2 「市民みんながまちの主役～観光大使でまちづくり～」

　講師　大澤 健
たけし

さん（和歌山大学経済学部准教授）

講
　
話

◇県内外のB級グルメを味わえる食の祭典です。
◇今回は、福島県から参加のフラダンスチームのパ

フォーマンスやご当地キャラクターも大集合。ご家
族やお友だちを誘って、是非、お出掛けください。

日　5月19日（土）・20日（日）
時　午前10時～午後3時
所　エコパスタジアム
（エントランス広場）

内容　B級グルメの出
展、富士山静岡空港就
航先物産品コーナー、地元特産品コーナー、ご当地
キャラクターステージショーなど

※当日は、混雑が予想されるため、公共交通機関をご
利用ください。
2012 B級グルメスタジアムinエコパ事務局

（エコパハウス内）　☎41-1800　http://www.ecopa.jp/

がんばろう日本「東日本大震災復興支援」
～ふじのくに・まち自慢　食の祭典！～

2012 B級グルメスタジアムinエコパ

「たまごふわふわ」も
出展するよ！

「健康文化観光講座」を開講します
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外国人住民の住民基本台帳制度が始まると聞きまし
たが、どのような制度なのか教えてください。
住民基本台帳法が改正され、外国人住民にも住民票
が作成されることとなりました。これまでの外国人

登録制度は廃止となり、新しい制度が始まります。これ
に合わせて、特別永住者の制度も変更となります。この
法律は、7月9日（月）から施行されます。
◉何が変わるの？
　外国人住民の皆さんも、日本人と同じ住民異動の手続
きをしていただくことになります。
◉対象となる場合、何をすればいいの？
　5月7日（月）から順次、仮住民票を作成し、対象となる
外国人世帯ごとに送付します。

　仮住民票が届いたら、記載された内容を確認してくだ
さい。記載内容が実情と異なる場合は、7月6日（金）ま
でに、変更の届け出を行ってください。
◉仮住民票作成の対象となる方
①中長期在留者（在留カード交付対象者）
②特別永住者（特別永住者証明書交付対象者）
③一時庇護許可者または、仮滞在許可者
④出生または、国籍喪失による経過滞在者
◇短期間滞在する方や在留資格を有していない方は、住
民票作成の対象となりません。

市民課市民サービス係　☎44-3112
市民サービス課市民サービス係　☎23-9212

ずっと友達
この春、若葉幼稚園を卒園した北町軍団です。遊びもいた
ずらもいつも一緒。離れていても友達だよ！

左から、渡辺向
こう

くん、深津瑛
え い た

大くん、竹内遥
は る と

斗くん、鈴木
俊
と し や

哉くん、渡邉瑠
な る か

海くん（5人とも6歳）北町

豊沢ふれあい健康ウォーク
毎年2月下旬に豊沢自治会連合会主催で開催し、参加者
は、ほかの地区の方も含めて毎年200人を超えます。所々
に咲いた河津桜の花に、春がすぐそこまで来ているなと感
じた1日でした。　一瀬努さん(大通)

じぃじ・ばぁばと豆まき会
毎年恒例、家族で豆まきを行いました。
孫を喜ばせようと、楽しいかぶり物を作っては登場して
くれるじぃじ。今年はドラえもんのハリボテに、子ども
たちも大興奮でした。恵方巻を食べ、にぎやかな豆まき
（お菓子まき）で、今年も福の神がやってきました。　
丹
に わ

羽正樹さん(下町)
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●
み
ん
な
で
防
ご
う
　
高
齢
者
の
交
通
事
故

　

身
体
能
力
の
衰
え
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
が
関
係
す
る
交
通
事

故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
は
事
故
の
被
害
を
受
け

る
と
重
傷
を
負
い
や
す
い
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽�

高
齢
者
の
方
は
…
①
車
の
運
転
時
は
、
高
齢
運
転
者
標
識
を
装

着
す
る　

②
夕
暮
れ
ど
き
や
夜
間
の
歩
行
時
は
、
反
射
タ
ス
キ

を
着
用
し
、
明
る
い
色
の
服
を
着
る
よ
う
心
掛
け
る　

③
自
転

車
に
も
反
射
材
を
着
用
す
る

▽�

運
転
者
の
方
は
…
①
早
め
に
ラ
イ
ト
を

点
灯
し
、
周
囲
に
自
車
の
存
在
を
知
ら

せ
る　

②
夜
間
は
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
活
用

し
て
照
射
範
囲
を
広
げ
、
危
険
を
い
ち

早
く
発
見
す
る

　

反
射
タ
ス
キ
や
自
転
車
に
着
用
す
る
反
射
材
は
、
市
役
所
４
階

市
民
協
働
課
窓
口
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
市
民
協
働
課
交
通
政
策
係　

☎
４
４

−

３
１
２
５

●
空
き
巣
、
忍
び
込
み
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

平
成
23
年
中
の
市
内
に
お
け
る
空
き
巣
・
忍
び
込
み
被
害
は
47

件
に
の
ぼ
り
、
一
昨
年
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
被
害
に
あ

わ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

対�

策
1
…
お
や
す
み
前
と
外
出
時
に
は
、
必
ず
戸
締
ま
り
の
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
。

対�

策
2
…
窓
を
二
重
ロ
ッ
ク
に
す
る
、
屋
外
に
砂
利
を
敷
く
な

ど
、
泥
棒
が
入
り
に
く
い
家
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

対�

策
3
…
不
審
者
や
不
審
な
車
を
発
見
し
た
ら
迷
わ
ず
警
察
へ
通

報
し
、
空
き
巣
な
ど
の
被
害
か
ら
地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
袋
井
警
察
署
生
活
安
全
課　

☎
４
１

−

０
１
１
０（
代
表
）

●
認
定
看
護
師
が
、患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

市
民
病
院
で
は
、
平
成
23
年
６
月
に「
が
ん
化
学
療
法
看
護
」と

「
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
」の
認
定
看
護
師
が
、
そ

れ
ぞ
れ
１
人
ず
つ
誕
生
し
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
医
療
は
、
高
度
で
複
雑
化
し
て
き
て
お
り
、
患
者
さ
ん

と
し
て
は
、
戸
惑
う
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
持
っ
た
認
定
看
護
師
が
、
個
々
の

患
者
さ
ん
の
状
態
に
合
わ
せ
た
、
適
切
な
看
護
を
提
供
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

①
が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護
師　

　

が
ん
と
診
断
さ
れ
、
多
く
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
治
療
を
受
け

る
患
者
さ
ん
に
対
し
、
治
療
の
選
択
に
関
す
る
情
報
提
供
や
副
作

用
対
策
の
指
導
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
が

抱
え
る
不
安
や
悩
み
事
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
、
相
談
に

応
じ
、
療
養
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
認
定
看
護
師

　

脳
卒
中
発
症
後
の
早
期
か
ら
、
寝
た
き
り
予
防
や
体
の
麻ま

ひ痺
に

対
す
る
日
常
生
活
動
作
の
拡
大
、
退
院
後
の
生
活
な
ど
に
関
し

て
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
方
に
寄
り
添
い
、
様
々
な
情
報
や
看

護
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

心
配
な
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
歴
史
文
化
館　

☎
２
３

−

９
２
６
９（
土
・
日
曜
日
、祝
日
休
館
）

●
夕
暮
れ
の
新
袋
井
駅

　

静
岡
鉄
道
秋
葉
線
は
、
袋
井
駅
前
か
ら
遠
州
森
町
ま
で
の

12
・
１
㎞
の
砂
利
道
を
走
る
路
面
電
車
で
し
た
。

　

当
初
は
、
馬
が
客
車（
８
人
乗
り
）を
引
い
て
線
路
を
走
る

馬
車
鉄
道
で
し
た
が
、
乗
客
や
物
資
の
増
加
と
と
も
に
、
北

遠
地
方
の
豊
か
な
水
力
発
電
を
利
用
し
た
路
面
電
車
に
変
わ

り
ま
し
た
。

　

秋
葉
線
は
、
昭
和
30
年
こ
ろ
ま
で
は
、
通
勤
・
通
学
の
人

で
満
員
で
し
た
が
、
戦
後
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

に
伴
い
、
交
通
の
主
流
は
早
く
て
便
利
な
自
動
車
に
代
わ

り
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
50
年
前
の
昭
和
37
年
９
月
19
日
に
、

惜
し
ま
れ
つ
つ
も
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　　

▼昭和37年の袋井駅前

▼平成24年

写真提供　園田正雄さん

反射タスキなど

認
定
看
護
師
と
は

　

特
定
の
看
護
分
野
に
お
い
て
水
準
の
高
い
看
護
が
実
践
さ
れ
る

こ
と
や
、
看
護
の
現
場
に
お
け
る
看
護
ケ
ア
の
広
が
り
と
質
の
向

上
を
目
的
と
し
て
、
公
益
法
人
日
本
看
護
協
会
が
策
定
し
た
資
格

認
定
制
度
の
資
格
で
す
。
資
格
取
得
に
は
、
実
務
経
験
な
ど
の
要

件
を
満
た
し
、
認
定
審
査
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
市
民
病
院
看
護
部　

☎
４
３

−

２
５
１
１
（
代
表
）
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基
本
目
標
１

元
気
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に

1
健
康
と
い
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

　

高
齢
者
が
日
ご
ろ
か
ら
健
康
的
な
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
豊
か
に
生
き
が

い
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

▽
健
康
づ
く
り
…
日
常
的
な
運
動
習
慣
の
定
着
、

心
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
な
ど

▽
い
き
が
い
づ
く
り
…
生
涯
学
習
の
支
援
な
ど

▽
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
…
住
宅
対
策
、
交
通

安
全
・
防
犯
・
防
災
対
策
な
ど

▽
認
知
症
対
策
…
認
知
症
予
防
事
業
、
は
い
か
い

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
な
ど

▽
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
…
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

機
器
貸
与
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施

術
費
助
成
な
ど

2
自
立
支
援
・
介
護
予
防
の
推
進

　

高
齢
者
が
健
康
な
と
き
か
ら
介
護
予
防
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
介
護
予
防
教
室
な
ど
に
気
軽
に
参

加
で
き
る
体
制
づ
く
り
や
、
内
容
の
充
実
し
た
講

座
の
提
供
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。　

▽
地
域
支
援
事
業
…
楽

ら
く
し
ょ
う笑
教
室
、
は
つ
ら
つ
運
動

教
室
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

▽
保
健
福
祉
事
業
…
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
通
院
・
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど

▽
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

基
本
目
標
２

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
に

1
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
地
域
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
開
設
を
支
援
し
ま
す
。

▽
居
宅
サ
ー
ビ
ス
…
訪
問
介
護
・
看
護
な
ど

▽
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス（
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
）…
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
、
訪
問

介
護
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
組
み
合
わ
せ
、
在

宅
で
の
生
活
を
支
援
す
る
施
設

▽
施
設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

2
介
護
保
険
事
業
の
適
切
な
運
営　

◎
第
１
号
（
65
歳
以
上
）
被
保
険
者
の
介
護
保
険

料
基
準
額

　
　

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
介
護

保
険
事
業
に
要
す
る
総
給
付
費
の
見
込
額
の

21
％
に
あ
た
る
費
用
を
、
第
１
号
被
保
険
者
数

で
割
っ
た
額
が
、
1
人
当
た
り
の
保
険
料
基
準

額
と
な
り
、
本
計
画
期
間
で
は
、
月
額
４
，

６
０
０
円（
年
額
５
５
，２
０
０
円
）で
す
。

◎
保
険
料
段
階
の
設
定

　
　

本
計
画
期
間
に
お
け
る
介
護
保
険
料
は
、
高

齢
化
の
進
展
に
よ
る
要
介
護
認
定
者
の
増
加
な

ど
が
影
響
し
、
前
期
間
よ
り
も
保
険
料
基
準
額

で
２
０
０
円
上
が
り
ま
す
が
、
負
担
能
力
に
応

じ
た
段
階
を
設
定
し
ま
す（
下
表
参
照
）。

重
点
課
題

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

在
宅
の
介
護
や
生
活
支
援
を
必
要
と
す
る
人
を

早
期
に
発
見
し
、
地
域
の
見
守
り
活
動
や
保
健
・

医
療
・
介
護
な
ど
の
様
々
な
援
助
を
、
一
体
的（
包

括
的
）に
切
れ
目
な
く（
継
続
的
に
）提
供
す
る「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
を
図
り
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
一
人
暮
ら
し
や
認
知
症
の
高
齢
者
の
増
加
に
備
え
、

平
成
24
年
度
か
ら
向
こ
う
３
か
年
の
、
高
齢
者
福
祉
と
介
護
保
険
事
業
の
基
本
目
標
と
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
を
明
ら
か
に
す
る「
袋
井
市
長
寿
し
あ
わ
せ
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

問
い
き
い
き
長
寿
課
長
寿
福
祉
係　

☎
４
４

−

３
１
２
１

い
き
い
き
長
寿
課
介
護
保
険
係　

☎
４
４

−

３
１
５
２

◎平成24年度～平成26年度の介護保険料（第1号被保険者）

新
し
い「
袋
井
市
長
寿
し
あ
わ
せ
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た

所得段階 年額 保険料率

第1段階
老齢福祉年金受給者で、本人と世帯全員が市民税非課税または、生
活保護受給者

27,600円 基準額×0.5

第2段階
本人と世帯全員が市民税非課税で、本人の合計所得金額＋課税年金
収入額が80万円以下の方

27,600円 基準額×0.5

第3段階 世帯全員が市民税非課税で、第2段階以外の方 41,400円 基準額×0.75

第4段階
本人が市民税非課税で世帯内に市民税課税者がいる方で、合計所得
金額＋課税年金収入額が80万円以下の方

52,400円 基準額×0.95

第5段階
本人が市民税非課税で世帯内に市民税課税者がいる方で、合計所得
額金額＋課税年金収入額が80万円を超える方

55,200円 基準額×1.0

第6段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が125万円未満の方 66,200円 基準額×1.2
第7段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が125万円以上190万円未満の方 69,000円 基準額×1.25
第8段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が190万円以上500万円未満の方 82,800円 基準額×1.5
第9段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が500万円以上の方 96,600円 基準額×1.75
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催　し

講　座

ありがとう！あさっぱら市
い ち

 ～大感謝祭を行います～
◇毎週土曜日の朝に開催している「あさっぱら市」は、5月26日（土）をもって終了

となります。そこで、日ごろの感謝を込めて、大感謝祭を開催します。
日時　5月26日（土）　午前7時～　※雨天の場合は、翌日。景品がなくなり次第終了
場所　支所南駐車場
内容　当日商品を買った方に、抽選券をお渡しします。抽選券

1枚で1人1回、地場産品などが当たる抽選ができます。
◇5月5日(土・こどもの日）・12日(土）・19日(土）は、今までどおり開催します。

浅羽支所 浅羽保健センター

浅羽
図書館

近藤記念館

浅羽郷土資料館

N

あさっぱら市
会場

メロー
プラザ

出店者を募集します
◇大感謝祭へ、自慢の野菜や果物などを

出店する方を募集しています。
対象　市内在住の方
出店料　500円
申込方法　5月18日（金）までに、電話で

住所、氏名、電話番号、販売する品を
お申し込みください。

◇申込者多数の場合は、抽選となります。 農政課農業振興係　☎44-3133

◇毎年恒例の袋井高校と袋井商業高校
の野球定期戦です。

日　5月26日（土）雨天中止
時　▽開会式…午前9時～

▽試合開始…午前9時45分～
所　愛野公園野球場
入場料　無料

スポーツ推進課スポーツ振興係
☎44-3129

●市内高等学校野球定期戦

◇朗読を通して「ほっとする時間」を
共有しませんか。

日　5月24日（木）、6月28日（木）、7
月26日（木）、8月23日（木）
※毎月、第4木曜日に開催

時　午後1時30分～2時30分
所　袋井南公民館1階ホール
内容　昔話・ふるさと民話・落語絵本・

紙芝居などの朗読、歌、手遊びなど
参加料　無料
◇申し込みは不要です。直接、会場へ

お越しください。
読み聞かせサークル「ゆずり葉」
杉本さん　☎42-5367

●大人のための朗読会

◇上半身への効果もある、2本のポー
ルを使って歩く「ノルディックウオー
キング」を体験しませんか。

日　6月1日（金）～22日（金）の毎週金
曜日　全4回

時　午前10時～11時
所　市役所南側芝生広場
講師　富田寿

ひ さ と

人さん（静岡理工科大学
准教授）ほか

対象　市内在住の20歳以上の方
定員　20人（先着順）
受講料　1,000円
持ち物　タオル、飲み物
申込方法　5月25日（金）までに、電話

で住所、氏名、電話番号をお申し込
みください。

◇受講者の方は、11月17日（土）・18日
（日）に実施予定の「ツーデーウオー
ク」に、無料で参加いただけます。

スポーツ推進課スポーツ振興係
☎44-3129

●ノルディックウオーク教室（前期）

日時　5月27日（日）午前10時～正午
集合場所　桶ヶ谷沼ビジターセンター
（磐田市岩井315）
対象　どなたでも（小学生以下の方は、

保護者同伴でご参加ください）
定員　20人（先着順）
参加料　100円/人（当日お支払ください）
申込方法　電話または、ホームページの
「メッセージを送る」から住所、氏名、
電話番号をお申し込みください。

小笠山の自然観察会　小松さん
☎43-3839（午後7時～9時）
http://blog.goo.ne.jp/shizenkansatsu/

●小笠山の自然観察会
「ベッコウトンボを見よう」

◇大きな災害にあうと、恐怖やストレ
スにさらされるため、こころのケア
が大切になります。自分自身のケ
ア、家族や周りの人への対応のポイ
ントを学びましょう。

日　5月19日（土）　
時　午後2時～3時30分
所　総合センター4階大会議室
講師　小林朋子さん（静岡大学教育学

部准教授・臨床心理士）
定員　100人（先着順）
入場料　無料
申込方法　5月18日（金）までに、電話

または、ファクス、Eメールで住
所、氏名、電話番号をお申し込みく
ださい。

健康づくり政策課健康支援1係
（袋井保健センター）
☎42-7275　FAX42-7276

 kenkoudukuri@city.fukuroi.
shizuoka.jp

●災害時のこころのケア講演会
～いま、1人ひとりができること～
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はEメールは問い合わせ先 は申し込み先

講　座

◇25種類の原子を分類していくこと
で、すべての原子を見通してみま
しょう。

日　5月27日（日）
時　午後1時30分～4時30分
所　高南公民館
対象　小学5年生以上の方
定員　20人（先着順）
参加料　1,000円/人（家族内であれ

ば、2人目からは半額）
申込方法　5月24日（木）までに、電話

または、ファクス、Eメールで住
所、氏名、電話番号をお申し込みく
ださい。

街角かがく倶楽部・袋井  名倉さん
☎090-3254-5480　FAX42-5947

kasetu2010@gmail.com

●街角かがく倶楽部・袋井
「原子とその分類」

◇漢字色別テストで脳の機能をチェック
し、今すぐできる予防法を学びましょう。
日　①6月10日（日）　②7月1日（日）
時　いずれも午前9時30分～11時30分
所　①浅羽北公民館　②袋井東公民館
講師　志村孚

た か き

城さん(日本早期認知症
学会理事長)、奥山惠理子さん(浜松
人間科学研究所所長)

対象　おおむね50歳以上の方
定員　60人(先着順)
参加料　500円(資料代)
申込方法　電話で住所、氏名、電話番

号、希望日をお申し込みください。
いきいき長寿課長寿福祉係

☎44-3121

●認知症を予防しよう！
「脳いきいき講座」

◇身近な音楽を使って行う、心と体に
優しい運動に参加しませんか。

日　6月4日（月）～7月23日（月）の毎
週月曜日　全8回

時　午後3時～4時
所　風見の丘フィットネス室
対象　市内在住の20歳以上の方
定員　20人（先着順）
受講料　3,000円
持ち物　体育館シューズ、タオル、飲

み物
申込方法　5月25日（金）までに、電話

で住所、氏名、電話番号をお申し込
みください。

スポーツ推進課スポーツ振興係
☎44-3129

●スローエアロビック教室
（前期）

◇地域や職場で、楽しくスローエアロ
ビックを指導してみませんか。

◇講習会修了者には、修了証を交付し
ます。

日時　6月3日（日）　午前9時～11時
場所　袋井体育センター
対象　市内在住・在勤の方
定員　50人（先着順）
受講料　無料
内容　指導者養成の実技講習
申込方法　5月25日（金）までに、電話

で住所、氏名、電話番号をお申し込
みください。

スポーツ推進課スポーツ振興係
☎44-3129

●スローエアロビック指導員
講習会

共通テーマ 「教育」 静岡理工科大学前期公開講座
『遊び』が持つチカラ
日時　5月26日（土）　午後1時30分～4時30分
1子どもの体力と運動 ～アクティブチャイルド・プログラムより～
　講師　富田寿

ひ さ と

人さん（静岡理工科大学総合情報学部准教授）
2遊びの必要性を考えよう ～理論と実践を通して～
　講師　佐藤善

よ し ひ と

人さん（岐阜聖徳学園大学教育学部准教授）
◇講演後、希望者に実技指導を行います。実技指導の受講を希望する方は、動

きやすい服装で、上履きをお持ちください。

これでいいのか！ものづくり教育
日時　6月16日（土）　午後1時30分～4時30分
1消えていく基盤技術教育 ～ものづくり教育の難しさ～
　講師　吉田昌

ま さ し

史さん（静岡理工科大学理工学部講師）
2教員養成大学と中学校技術科のものづくり教育
　講師　内海能

の あ

亜さん（埼玉大学教育学部技術教育講座准教授）

場所　静岡理工科大学学生ホール3階300講義室（袋井市豊沢2200-2）
◇入場無料。申し込みは不要です。直接、会場へお越しください。

静岡理工科大学事務局総務課　☎45-0111（代表）　http://www.sist.ac.jp

手話奉仕員養成講座（入門課程）
日時　6月11日（月）～11月26日（月）　全22回　午後7時～9時

※7月14日（土）のみ、午前10時～午後3時
場所　総合センター3階A・B会議室または、市役所東分庁舎コスモス館2階会議室A
対象　市内在住で18歳以上の方　　　　定員　15人(申込多数の場合は、抽選)
参加料　1,200円(教材費)
申込方法　5月31日（木）までに、電話または、ファクスで住所、氏名、電話番号

をお申し込みください。
しあわせ推進課障害者福祉係　☎44-3114　FAX43-6285
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募　集

講座名 日 時
受講料

講師 内容
材料費

⑱地元産の米と大豆を使った
　みそづくり

6月14日(木) 19：00～21：00
1,500円

寺下恵美子さん 1人10ｋｇの手づくりみそを持ち帰り
ます。

6月15日(金) 19：00～20：00

6月16日(土)
9：00～10：00

3,000円
18：00～21：00

⑲6月のお菓子作り
　夏のクリームブリュレと
スペイン風ボーロ

6月30日（土） 9：30～12：00
500円

江川唯
ゆ き こ

姫子さん
オレンジ風味でさわやかな味わいの
クリームブリュレと、軽い口当たりの
ボーロを作ります。1,500円

⑳パワーストーンの
　ブレスレット作り 6月10日（日） 10：00～12：00

500円
佐藤美宝さん 1人1人に合わせたパワーストーン

を選び、ブレスレットを作ります。2,000円
話題の万能調味料
　塩麹（しおこうじ）づくり 6月17日（日） 10：00～12：00

500円
寺下恵美子さん 塩麹作りと、塩麹を使ったレシピを

紹介します。500円
対象　初心者ならどなたでも　　定員　各10人（⑱は6人）（先着順）
申込方法　電話または、メロープラザ窓口で住所、氏名、電話番号、希望講座番号をお申し込みください。
申込受付　5月19日（土）午前9時～
◇希望者が少ない場合は、講座を開催しないことがあります。
◇詳しい内容は、メロープラザホームページ（http://www.mellowplaza.com/）をご覧ください。

メロープラザ　☎30-4555（午前9時～午後10時、水曜日休館）

メロープラザ「6月開講！メローカレッジ（入門編）」　受講者募集

「雑誌スポンサー」を募集します
◇市図書館では、皆さんの利用が多い雑誌コーナーの充実を図るため、「雑誌スポンサー制度」を創設しました。
◇「雑誌スポンサー制度」は、雑誌の購入費用を負担していただき、その雑誌カバーや配架棚にスポンサーの名称や広告を掲

載させていただく制度です。広告媒体としても有効ですので、是非ご応募ください。
応募資格　「袋井市雑誌スポンサー制度に関する要綱」に基づく企業、商店、団体など（個人は除きます）
対象雑誌　市図書館が作成した「雑誌リスト」より、市図書館と協議のうえ選定します。
広告方法　提供いただく雑誌の最新号カバーにスポンサー名称、裏面と配架棚にスポンサー広告を掲載します。
スポンサー期間　原則として1年以上
応募方法　袋井図書館または、浅羽図書館にある応募用紙に必要事項を記入して、お申し込みください。
◇詳しくは、お問い合わせください。

袋井図書館　☎42-5325　FAX45-0569　  fukuroitosyokan@city.fukuroi.shizuoka.jp

◉気軽に育てる山野草　全6回
日 時 受講料 講師

5月30日（水）、6月27日（水）、7月25日（水）、
9月26日（水）、10月24日（水）、11月2日（金）

9:30～
11:30

1,000円
（材料費は実費）

村松昭三さん

◉子ども将棋教室　全11回
日 時 受講料 講師

5月26日（土）、6月23日（土）、7月28日（土）、
8月25日（土）、9月29日（土）、10月27日（土）、
11月24日（土）、12月22日（土）、1月26日（土）、
2月23日（土）、3月2日（土）

9:30～
11:30

1,000円 山崎春司さん

対象　市内在住の方（子ども将棋教室は、小学3～6年生の方）
定員　各20人（先着順）
申込方法　電話または、ファクスで住所、氏名、電話番号をお申し込みください。
申込受付　5月15日（火）～

山名公民館　☎・FAX49-3401

山名公民館「地域元気いきいき講座」受講者募集

日　5月25日（金）、6月22日（金）、7月
27日（金）、8月24日（金）、9月28日

（金）、11月30日（金）、12月21日（金）
時　午後7時30分～9時
所　市民体育館
参加料　1人1回100円
持ち物　体育館シューズ
◇申し込みは不要です。直接、会場へ

お越しください。
スポーツ推進課スポーツ振興係
☎44-3129

●ニュースポーツ体験D
デ イ

AY☆
参加者募集
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募　集風見の丘「プール＆フィットネス教室」受講者募集
プールプログラム(全10回)　　　　期間　6月18日(月)～10月8日(月)

プログラム名 対象 曜日 時間 定員

フィットネスプログラム(全10回)　期間　6月18日(月)～10月7日(日)

プログラム名 対象 曜日 時間 定員

◇新規就農や野菜づくりに興味がある
方など、新たに農業を始めようとす
る方を対象とした講座です。

◇1人あたり約40㎡の市民農園で、野
菜栽培の現地指導を中心に、土づく
りや農業経営など、農業の基礎を学
びます。

期間　6月～平成25年3月（全17回程
度を予定）

時　午前9時～正午
※座学講習や研修など、平日の昼間や

夜間に開催することもあります。
所　豊沢地内の農園
対象　市内在住で、これから農業を始

めようとする方
定員　10人（申込多数の場合は、面談

により選考）
受講料　9,000円（市民農園使用料を

含む）
※受講料のほかに、種子代などが別途

かかります。
申込方法　5月25日（金）までに、電話

で住所、氏名、電話番号をお申し込
みください。

農政課農業振興係　☎44-3133

●めざせ新規就農
「はじめよう農業人育成講座」

◇昭和20～50年代の歌を、みんなで
歌いましょう。

日時　6月11日（月）午前10時～正午
場所　総合センター4階大会議室
定員　100人（先着順）
参加料　1,000円
◇別途、歌集代1,000円がかかります。
申込方法　6月4日（月）までに、電話

または、ファクスで氏名、電話番号
をお申し込みください。

協働まちづくりセンター「ふらっと」
☎・FAX43-6315（電話は、月～金曜
日の午前9時30分～正午）

●歌声喫茶「カナリア」
参加者募集
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糖尿病を予防しよう！すまいるプログラム参加者募集
◇国民の4.7人に1人が糖尿病予備群といわれる時代（「2007年国民健康・栄養調

査」より）。食事や運動などの生活習慣を改善して、糖尿病を予防しましょう。
対象　最新の健診結果の値が次の①②のいずれかに該当し、下記「内容」すべてに

参加できる市内在住の方　①18～39歳で、HbA1c(ヘモグロビンA1c)の値が
5.2～6.0%（JDS値）　②40～69歳で、HbA1cの値が5.3～6.0%（JDS値）

◇いずれも、生活習慣病治療中の方と、特定保健指導対象の方、過去にすまいるプ
ログラムに参加した方を除きます。

内容　17月2日（月）までに、市内委託医療機関で血液検査（ブドウ糖負荷検査）を実施
2検査結果説明と食事指導・運動指導の受講（実施日は下表のとおり、全7回）

コース・内容 水曜午後コース
（13:30～15:00）

金曜午前コース
（10:00～11:30）

健康は宝物 8月8日（水）　13:30～15:00
血糖値の改善法 8月22日（水） 8月17日（金）
ドロドロ血液の改善法 9月 5日（水） 8月31日（金）
高血圧のはなし 9月19日（水） 9月14日（金）
病気の予防には筋肉が必要 10月 3日（水） 9月28日（金）
間違った健康情報 10月17日（水） 10月19日（金）
バランスのとれた食事とは 11月 7日（水） 11月 2日（金）

3医師による講演の聴講（平成24年10月4日（木）午後1時30分～3時）
4プログラム終了後に、市内委託医療機関で血液検査を実施

定員　各コース15人（申込多数の場合は、HbA1cの値が高い方を優先）
参加料　無料
場所　▽第1回…袋井保健センター　▽第2回以降…袋井保健センター分室
申込方法　6月8日（金）までに、電話または、ファクスで住所、氏名、電話番号、

生年月日、HbA1cの値、希望コースをお申し込みください。
健康づくり政策課検診推進係（袋井保健センター）　☎42-7275　FAX42-7276

◇人権問題でお困りの方は、人権相談
をご利用ください。

日　6月1日（金）
時　午後1時～4時
所　市役所3階303会議室、支所1階

第1会議室
人権擁護委員の皆さん（敬称略）

永井千恵子（下久能）、前嶋康枝（久
津部西）、青木珍夫（五十岡）、寺田
久美子（春岡）、鈴木修一郎（下地）、
山下久一（方丈北）、清水洋子（見
取）、岡本章子（梅山）、戸塚和子（浅
羽山の手）、近藤多門（東同笠）、寺
田円（長溝）
しあわせ推進課社会福祉係
☎44-3119
静岡地方法務局袋井支局
☎42-3545

●無料人権相談を行います

相　談

日　6月5日（火）～毎週火曜日
全10回

時　午後7時30分～9時
所　愛野公園テニスコート
対象　小学3年生～中学3年生の方（男

女は問いません）
定員　25人（先着順）
受講料　10,000円
申込方法　愛野公園

管理棟にある申込
用紙に必要事項を
記入して、参加料
を添えてお申し込
みください。

申込受付　5月15日（火）　午前9時～
◇テニスシューズ、ラケットは、各自

でご用意ください。
愛野公園管理棟　☎43-1900

●ソフトテニススクール（軟式）受講者募集

JDS値…厚生労働省が、特定健診・特定保健指導において、平成25年3月31日まで用いる
　　   ことと決定している値

NPO法人ブライツ委託事業　地域医療啓発事業
医療関係者の方に対する『ありがとうの言葉』を募集します

◇安心できる地域医療を維持するためには、市民と医療関係者（医師、看護師、その
ほかの医療従事者）との良好な関係が必要となります。市民の皆さんが、実際に医
療機関を受診・入院した時に感じた、心温まる感謝の思いをお寄せください。

対象　市内在住・在勤の方
応募要領　①はがきまたは、ファクス、Eメールに、200字程度の「ありがとうの

言葉」、郵便番号、住所、氏名（ペンネームも可。ただし、本名も記入してくださ
い）、年齢、職業、電話番号を記入して、応募ください。　②作品では、医療関
係者（医師、看護師、そのほかの医療従事者）に対して、具体的な内容で感謝の
言葉を表現してください。

応募締切　6月15日（金）当日消印有効
◇採用された作品は冊子として編集し、皆さんの思いを医療関係者へお届けし、地

域医療の充実に役立てます（採用された方には、図書カードを差し上げます）。
◇応募作品の著作権は、市に帰属します（応募作品は返却しません）。

NPO法人ブライツ事務局　☎・FAX44-4712　〒437-0065　袋井市堀越2-12-1
 brights1@nifty.com

健康づくり政策課地域医療推進係　☎44-3138　FAX44-3117
 kenkoudukuri@city.fukuroi.shizuoka.jp
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お知らせ

◇平成24年8月からの後期高齢者医療
保険料が決まりました。

◇保険料は、前年の所得に基づいて計
算し、保険料の決定は8月にご案内
します。

◉平成24年度の保険料率（年間）

区分 率・金額

所得割率 7.39%

均等割額 37,900円

賦課限度額 550,000円

◇保険料は、現金または、口座振替に
よる「普通徴収」と、年金からの天引
きによる「特別徴収」があります。

◇年金を受給している方は、法令によ
り年金からの天引きが原則となりま
すが、申し出により口座振替とする
こともできます。詳しくは、お問い
合わせください。
市民課保険サービス係
☎44-3191

●後期高齢者医療
保険料のお知らせ

●平成24年度の国民健康保険税（国保税）の
税率や納期限をお知らせします

◉国民健康保険税の税率

区分 医療分 後期高齢者支援金分 介護分

所得割 5.0% 1.4% 0.95%

資産割 30.0% 4.1% 4.5%

均等割 25,300円 7,200円 7,100円

平等割 25,700円 6,400円 4,500円

※平成24年度から、国民健康保険税の賦課限度額が変わります

区分 変更前（平成23年度） 変更後（平成24年度）

医療分 50万円 51万円

後期高齢者支援金分 13万円 14万円

介護分 10万円 12万円

◉国民健康保険税の納期限

期 納期限 期 納期限 期 納期限

第1期 5月1日（火） 第4期 10月 1日（月） 第7期 12月25日（火）

第2期 7月2日（月） 第5期 10月31日（水） 第8期 1月31日（木）

第3期 8月31日（金） 第6期 11月30日（金） 第9期 2月28日（木）

◇口座振替や現金で納付している方は、第1・2期（仮算定）の税額は、平成23年中の総所

得金額などが確定していないため、平成23年度の国民健康保険税額を基に、仮に算出

しています。第3～9期の税額は、平成23年中の総所得金額などを基に算出します。

◇年金からの天引きで納付している方は、平成24年2月分と同額を4・6・8月に仮に徴収

し、平成24年度の国民健康保険税額が確定後、仮に徴収した分を引いた残りの額を

10・12月、平成25年2月に振り分けて徴収します。

◇平成24年度の国民健康保険税賦課決定通知書は、7月中旬に発送予定です。

市民課国保年金係　☎44-3113

　
◇静岡県と県内市町では、地方税法の規定により、法定要件に該当する

すべての事業所を、個人住民税の「特別徴収義務者」に指定することと
なりました。

特別徴収とは…事業所が特別徴収義務者となり、従業員（納税義務者）に
課税された住民税（市民税+県民税）を毎月の給与から引き去り、翌月
10日の納期限までに市に納付していただく方法です。毎月の納税額
は、市が計算して通知しますので、事業所では所得税のように税額計
算を行う必要がありません。

対象となる事業所…所得税の源泉徴収義務がある従業員が常時3人以上の
事業所が対象となります。対象となる事業所へは、5月中旬に特別徴収
義務者指定通知書と特別徴収税額通知書を送付します。

◇詳しくは、市役所2階税務課市民税係へお問い合わせください。市ホー
ムページ（http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/）でもご覧になれます。
税務課市民税係　☎44-3109

事業主の皆さんへ 平成24年6月から個人住民税の「特別徴収（給与引き去り）」をお願いします

事業所など（特別徴収義務者）

従業員（納税義務者）

　　　　　市町

①給与支払報告書
の提出

(1月31日まで)
③特別徴収税額
の通知

(5月31日まで)

⑤住民税の納入
(翌月10日まで)

④給与から引き去り
 （6月支給分～

翌年5月支給分）    

③特別徴収税額の通知
（5月31日まで）

特別徴収制度のしくみ

②税額の計算
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◇アマチュアスポーツの全国大会などに
出場する方に激励金を交付します。

対象　市内在住・在勤・在学で、次の
①～⑤のいずれかに出場する個人ま
たは、団体
①オリンピックなどの国際試合
②国民体育大会
③全国高等学校総合体育大会また

は、全国中学校体育大会
④地区予選を経た全国大会
⑤県や全国で編成するチームの選手

として出場する全国大会（親善交
流は除く）

◇他の市町で助成を受ける場合は、対
象外となります。

申込方法　市役所2階スポーツ推進課
にある申請書に必要事項を記入し
て、お申し込みください。

◇電話で住所、氏名をご連絡いただけ
れば、申請書を郵送します。

◇申請書は、市ホームページ(http://
www.city.fukuroi.shizuoka.jp/)から
ダウンロードすることもできます。

スポーツ推進課スポーツ振興係
☎44-3129

●スポーツの全国大会出場者
に激励金を交付します

◇新たにスポーツ技術の向上や指導法
などを学ぶ講習会に参加して資格を
取得した方に、助成金を交付しま
す。

対象　市内在住で、市内のスポーツ団
体に所属して活動している方

対象となる講習会
①（公財）日本体育協会公認スポーツ

指導者講習会
②（公財）日本レクリエーション協会

公認レクリエーション指導員講習会
③（社）日本オリエンテーリング協会

公認オリエンテーリング指導者講
習会

④（一社）日本スイミングクラブ協会
公認指導者講習会など

助成限度額　6,000円
申込方法　資格取得日から1年以内

に、市役所2階スポーツ推進課にあ
る申請書に必要事項を記入して、お
申し込みください。

◇申請書は、市ホームページ(http://
www.city.fukuroi.shizuoka.jp/)から
ダウンロードすることもできます。

スポーツ推進課スポーツ振興係
☎44-3129

●スポーツ指導者に助成金を
交付します

軽自動車税の納期限は5月31日（木）です
必ず納期限までに納付しましょう

納付方法　現金納付の方は、5月中旬に市から郵送される納付書を使い、下記の金融機関や市役所の窓口、コンビニエンスス
トア（コンビニ）で納付してください。口座振替を登録されている方は、5月31日（木）に指定の口座から振り替えられます。

金融機関　静岡銀行、みずほ銀行、スルガ銀行、清水銀行、浜松信用金庫、磐田信用金庫、掛川信用金庫、静岡県労働金
庫、遠州中央農業協同組合、ゆうちょ銀行・郵便局（静岡、愛知、岐阜、三重のみ）

コンビニ　セブンーイレブン、サークルK、ファミリーマート、ミニストップ、ローソン、サンクス、デイリーヤマザキ、
ヤマザキデイリーストア、ココストアなど

ご注意ください
◇金融機関・コンビニでは、納付書の再発行はできません。必ず、納付書を持参してください。
◇金融機関やコンビニで納付した場合、市で納付の確認ができるまで数日かかります。納付後、納税証明書（継続検査用）

を紛失した場合は、市役所2階税務課へ領収書をお持ちください。納税証明書（継続審査用）を再発行します。

税務課収納対策室　☎44-3111

※市の税金（市県民税、固定資産税・都市計画税、軽自動車税、国民健康保険税）は、コンビニでも納付できます。
※コンビニで納付できるのは、5月31日（木）までです。必ず納期限までに納付しましょう。

◇市内アマチュアスポーツ団体が、大
会などで、エコパの運動施設を利用
した場合の使用料を補助します。

対象　次の①②のどちらかに該当する
市内のアマチュアスポーツ団体
①構成員の半数以上が、市内在住・

在勤・在学の方で占められる団体
②市スポーツ協会所属団体

対象施設　エコパスタジアム、補助競
技場、投てき練習場、人工芝グラウ
ンド、エコパアリーナ、エコパサブ
アリーナ（専用使用の場合のみ）

補助率　使用料の2分の1以内（限度額
3万円）

申込方法　市役所2階スポーツ推進課
にある申請書に必要事項を記入し
て、お申し込みください。

◇申請書は、市ホームページ(http://
www.city.fukuroi.shizuoka.jp/)から
ダウンロードすることもできます。

スポーツ推進課スポーツ振興係
☎44-3129

●小笠山総合運動公園（エコパ）
の使用料を補助します

エコパスタジアム
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◉浅羽図書館ITコーナー（インターネット）休止のお知らせ
◇機器の交換・設置作業のため、一時的にご利用いただけなくなります。
日時　6月1日（金）　午前9時30分～午後7時

浅羽図書館　☎23-6801

お知らせ

「特定健診」を受診してください

＜市民税非課税世帯の方は無料です＞
◇健診日の1週間前までに、電話で氏名、生年月日、電話番号をお申し込みください。「無料券」を郵送します。
◇健診当日、無料券をお持ちください。

「後期高齢者の健康診査」を受診してください

＜市民税非課税世帯の方は無料です＞
◇健診日の1週間前までに、電話で氏名、生年月日、電話番号をお申し込みください。「無料券」を郵送します。
◇健診当日、無料券をお持ちください。
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編 集 後 記
今回取材した「ふくろい新茶まつり」の
翌日、家族で自宅近くの公園を散歩し
ました●堤防沿いに咲いた桜と菜の花
が、青空を背景に素敵なコントラスト
を作り出していて、仕事とはまた違っ
た気持ちで写真撮影に夢中になりまし
た●さわやかな新緑の季節。皆さん
も、素敵な風景を探しに出掛けてみま
せんか？「は」

子育てサポートキャラバン「くるクル」が巡回中です

時　午前 10 時〜午後 4 時　　　対象　0 歳～就学前の子どもとその保護者
子育てサポートキャラバン「くるクル」　　☎090-1565-3487

日 所
5月16日（水） 袋井東公民館
17日（木）宇刈いきいきセンター
18日（金） 浅羽東公民館
21日（月） 春岡公会堂
22日（火） 今井公民館
23日（水） 三川公民館

日 所
24日（木） 高南公民館
25日（金） 浅羽南公民館
28日（月） 方丈ふれあい会館
29日（火） 袋井北公民館
30日（水） 袋井東公民館
31日（木） 浅羽西公民館

耐震補強助成事業をご利用ください

1
2

3

◆ブロック塀の撤去・改善にも補助金を交付しています

便利な住民基本台帳カードをつくりませんか

広域交付による住民票の写し

「広域交付による住民票の写し」とは
　住民票の写しは、居住している市区町村（住民登録地）のみでしか取得できませんでしたが、平成15年8月25日より、
全国の市区町村（ただし、住民基本台帳ネットワークシステム未接続の市区町村を除く）で申請書に必要事項を記入し、
定められた本人確認書類を提示すれば、本人や同一世帯の方の住民票が取得できるようになりました。
　なお、「広域交付による住民票の写し」は、自動車の購入や不動産の取得や銀行での手続きなどに利用できますが、本
籍地の表示がないため、運転免許証の更新など一部手続きで利用できない場合があります。



　

袋
井
市
の
自
主
運
行
バ
ス
は
、
民
間
バ
ス
路

線
が
運
行
し
て
い
な
い
地
域
の
解
消
と
、
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
の
移
動
手
段
の
確
保
を
目
的

に
、
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
年
間
利
用
客
数

は
約
２
万
人（
平
成
22
年
度
実
績
）。
平
成
23
年

７
月
に
運
行
時
刻
、
路
線
が
改
正
に
な
り
、
現

在
は
メ
ロ
ー
バ
ス（
湊
方
面
、
中
新
田
方
面
）

と
、
フ
ー
ち
ゃ
ん
号（
三
川
方
面
、
宇
刈
方
面
）

と
で
、
市
内
４
方
面
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

運
賃
は
１
乗
車
１
０
０
円（
運
賃
後
払
い
）

で
、
誰
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
市
民
の
味
方

　

車
を
運
転
し
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
公
共
交

通
機
関
は
大
切
な
移
動
手
段
で
す
。
民
間
バ
ス

路
線
が
近
く
を
通
っ
て
い
な
い
場
合
、
自
主
運

行
バ
ス
が
あ
れ
ば
、
大
変
役
立
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
運
行
バ
ス
の
袋
井
駅
発
車
時
刻

は
４
方
面
す
べ
て
同
じ
。
４
台
の
バ
ス
が
同
時

刻
に
そ
ろ
い
、
乗
り
継
ぎ
に
便
利
で
す
。

「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

顔
見
知
り
に
な
っ
て
、
私
に
も
い
ろ
い
ろ
話
し

て
く
れ
ま
す
よ
」と
、
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
。
温

か
な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
ま
す
。

●
フ
リ
ー
降
車
区
間

　

フ
リ
ー
降
車
区
間
で
は
、
停
留
所
以
外
で
も

降
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
乗
車
は
で
き
ま
せ

ん
）。
そ
の
場
合
は
、
運
転
手
さ
ん
に
早
め
に
声

を
掛
け
て
ほ
し
い
そ
う
で
す
。

●
メ
ロ
ー
バ
ス
に
乗
っ
て
み
ま
し
た

　

４
月
５
日
、
袋
井
駅
か
ら
浅
羽
支
所
ま
で

「
メ
ロ
ー
バ
ス
」に
乗
っ
て
み
ま
し
た
。

　

袋
井
駅
か
ら
の
乗
客
は
４
人
。
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
に
声
を
掛
け
て
、
時
刻
表
を
も
ら
っ
て

い
く
人
も
い
ま
す
。
時
刻
表
は
車
内
の
ほ
か
、

市
役
所
、
支
所
、
市
民
病
院
な
ど
の
公
共
施
設

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

中
新
田
の
自
宅
へ
帰
る
と
い
う
女
性
は
、「
週

１
回
く
ら
い
利
用
し

て
、
駅
周
辺
で
買
い

物
や
食
事
な
ど
を
し

ま
す
。
乗
客
は
年
配

の
方
が
多
い
で
す

が
、
時
に
は
、
小
学

生
が
１
ク
ラ
ス
、
学

校
行
事
で
乗
車
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す

よ
」

　

ま
た
、
別
の
方
は
、「
支
所
に
用
事
が
あ
り
、

フ
ー
ち
ゃ
ん
号
か
ら
駅
で
メ
ロ
ー
バ
ス
に
乗
り

継
ぎ
ま
し
た
。
運
賃
が
安
い
の
は
あ
り
が
た
い

で
す
が
、
バ
ス
の
本
数
が
も
っ
と
増
え
る
と
い

い
で
す
ね
」

●
あ
っ
た
ら
い
い
な
、
こ
ん
な
バ
ス

　

駅
で
お
会
い
し
た
市
民
の
方
か
ら
は
、「
風
見

の
丘
や
メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
な
ど
、
施
設
へ
の
直
通

ル
ー
ト
が
あ
れ
ば
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

も
っ
と
便
利
で
魅
力
的
な
バ
ス
に
な
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

●
こ
ん
な
バ
ス
が
走
っ
て
い
ま
す

ミニクイズの答え　正解は① 2030年

自
主
運
行
バ
ス
の
魅
力

市
民
の
足
、

自
主
運
行
バ
ス
に
体
験
乗
車
。

運行業者　さくら交通（株）
メーカー　日野
車両　26人乗り
排気量　5,300cc
運行路線　宇刈・袋井東・袋井
駅線

運行業者　さくら交通（株）
メーカー　トヨタ
車両　15人乗り
排気量　2,980cc　
運行路線　三川・今井・袋井駅
線

運行業者　スター観光（株）
メーカー　日産ディーゼル
車両　42人乗り
排気量　6,920cc
運行路線　湊・田原・袋井駅
線、中新田・笠原・袋井駅線

メローバス

メローバスの車内

フーちゃん号フーちゃん号

バス路線図

袋井駅

浅羽支所
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市民編集員のひとこと

　
浅
羽
支
所
停
留
所
で
メ
ロ
ー
バ
ス
を
降
車

し
、
支
所
２
階
と
３
階
に
あ
る
歴
史
文
化
館
を

訪
ね
ま
し
た
。

　
歴
史
文
化
館
は
、
文
化
財
の
展
示
や
保
存
な

ど
を
目
的
と
し
た
施
設
で
、
郷
土
資
料
館
・
近

藤
記
念
館
と
並
ぶ
地
域
文
化
の
核
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
日
は
、
歴
史
文
化
館
主
任
主
査
の

白
澤
崇た

か
し

さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

●
歴
史
文
化
館
が
で
き
る
ま
で

「
歴
史
文
化
館
は
、

昨
年
の
11
月
13
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

文
化
財
担
当
者

の
間
で
は
、
長
年
、
各
地
に
点
在
す
る
文
化
財

や
古
文
書
を
一
か
所
に
保
存
で
き
る
場
所
を
探

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
浅
羽
支
所
を
含
め

た
周
辺
施
設
の
整
備
計
画
の
中
で
、
支
所
の
２

階
の
一
部
と
３
階
を
、
歴
史
文
化
館
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
」

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
３
月
末
ま
で
の
来
館
者
数

は
、
２
，０
０
０
人
に
の
ぼ
る
そ
う
で
す
。

●
巡
回
展
と
常
設
展
示

　

現
在
、
歴
史
文
化
館
で
は
、
県
中
西
部
の
全

12
市
町
の
教
育
委
員
会
が
連
携
し
た「
遠と

お
と
う
み江
歴
史

文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
よ
る
共
催
巡
回
展
を
開

催
し
て
い
ま
す（
７
月
13
日
ま
で
）。
こ
の
展
示

で
は「
袋
井
の
昔
ば
な
し
」と
し
て
、
現
地
の
写

真
と
各
地
に
伝
わ
る
昔
ば
な
し
を
パ
ネ
ル
で
紹

介
。
地
図
な
ど
も
備
え
て
い
ま
す
。

　

常
設
展
示「
袋
井
の
自
然
災
害
史
展
」で
は
、

パ
ネ
ル
と
と
も
に
命い

の
ち
や
ま山
の
立
体
模
型
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
担
当
職
員
の
手
作
り

だ
そ
う
で
す
。

「
東
日
本
大
震
災
以
降
は
、
自
分
の
住
む
地
域

の
、
元
の
地
形
や
歴
史
を
も
っ
と
知
り
た
い
と

来
館
さ
れ
る
方
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

歴
史
的
事
実
を
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
い

き
た
い
で
す
」と
白
澤
さ
ん
。

●
袋
井
の
文
化
を
後
世
に

　

今
後
の
文
化
財
施
設
が
目
指
す
方
向
性
は
、

大
き
く
３
つ
あ
る
と
白
澤
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

　

１
つ
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
文

化
を
伝
え
て
い
く
こ
と
。

　

地
下
水
を
汲
み
上

げ
る
手
押
し
ポ
ン
プ

を
使
っ
た
昭
和
の
洗

濯
体
験
や
、
水
車
の

原
寸
大
レ
プ
リ
カ
を

使
っ
た
体
験
学
習
を

予
定
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

２
つ
目
は
、
歴
史
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
。

　

歴
史
文
化
館
で
開
く「
古
文
書
講
座
」参
加
者

の
中
で
ご
縁
の
あ
る
方
に
、
古
文
書
の
解
明
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
地
域
の
歴
史
調
査
関
連
団

体
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
調

査
結
果
を
共
有
し
た
り
、
共
同
企
画
し
た
も
の

を
展
示
し
て
い
き
た
い
と
白
澤
さ
ん
は
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

自
主
運
行
バ
ス
で
、
ゆ
っ
た
り
と
歴
史
散
歩

に
出
か
け
る
の
も
い
い
で
す
ね
。　

小
こ せ き

関裕
ゆ う こ

子、谷
たにぐち

口史
ふ み え

恵　

今月21日に見られる金環日
食。観察には日食グラスを
使いましょう。

☆
ミ
ニ
ク
イ
ズ
　
金
環
日
食
。こ
の
次
日
本
で
見
ら
れ
る
の
は
い
つ
で
し
ょ
う
？　
　

① 

２
０
３
０
年　

② 

２
３
１
２
年　

③ 

２
０
４
２
年　

答
え
は
24
ペ
ー
ジ

　

ちょこっと民話
～笠原地区編～

（「袋井に伝わる

昔話」より）

●

五
い ご

十岡
おか

（笠原地区）

常設展示の様子

白澤崇さん

命山の立体模型

歴史文化館

開館時間

午前9時～午後5時

（入館は4時30分まで）

住所　　浅名1028番地

電話　　0538ｰ23-9269

休館日　土・日曜日、祝

祭日、年末年始（特別

展示期間をのぞく）

入館料　無料

浅羽記念公園内の
手押しポンプ

　
笠
原
地
区
五
十
岡
に
「
龍

り
ゅ
う

巣そ
う

院い
ん

」
と
い
う

お
寺
が
あ
り
、
寺
の
池
に
竜
神
が
す
ん
で
い

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
門
に
は
見
事
な
竜
の
彫
刻
が
掲
げ
ら

れ
、
こ
の
竜
は
毎
夜
、
山
門
の
彫
刻
か
ら
抜

け
出
し
て
た
ん
ぼ
や
畑
を
荒
ら
し
、
村
の
人

を
困
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
見
た
住
職
は
刀
を
持
っ
て
行
き
、

竜
の
彫
刻
に
向
か
っ
て
お
経
を
唱
え
、
竜
の

お
腹
に
刀
を
突
き
刺
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

竜
は
彫
刻
か
ら
出
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

歴
史
文
化
館
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
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静
岡

県
袋

井
市

新
屋

一
丁

目
１

番
地

の
１

広
報

ふ
く

ろ
い

5月
1日

号
の

印
刷

費
は

、1部
約

16.6円
で

す
。

広
報
ふ
く
ろ
い
　
　
第
134号

2012年（
平
成
24年

）5月
1日
発
行

　

４
月
７
日
・
８
日
、
法
多
山
尊
永
寺

で「
ふ
く
ろ
い
新
茶
ま
つ
り
」が
開
催
さ

れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
茶
娘
に
よ
る

新
茶
サ
ー
ビ
ス
や
手
揉も

み
実
演
な
ど
で

お
茶
の
味
と
香
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
市
観
光
協
会

が
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
選
任
・

委
嘱
し
て
い
る「
袋
井
ほ
っ
と
観
光
特

使
」の
発
表
も
行
わ
れ
、
鈴
木
祐ゆ

か

こ
加
子

さ
ん（
川
井
）と
久
野
夏な

つ
み未
さ
ん（
川
会
）

が
、
第
４
代
特
使
と
し
て
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

「袋井のために頑張ります♪」

袋井市の木・花・鳥のイメージデザイン

市の花：コスモス

市の鳥：フクロウ

市の木：キンモクセイ

市の木・花・鳥それ
ぞれの特徴を見やす
くシンプルに表現し、

「F
ふ く ろ い

UKUROI」の「F」
を図案化しました。

●材料（4人分）
とりひき肉　………………  300ｇ
ジャガイモ（メークイン） ……  3個
かいわれ菜　……………  1パック
塩　………………………  適量
こしょう　…………………… 少々
バター　…………………  大さじ1
トマトケチャップ … 大さじ1と1/2
オイスターソース … 大さじ1と1/2
ごま油　……………  小さじ1
しょう油　… ……  大さじ1/2
おろしにんにく ……  1/2かけ

●作り方
①ジャガイモは千切りにして塩小さじ
1をまぶし、約5分おいて、しんなり
させる。

②ボウルにとりひき肉を入れ、塩・こ
しょうしてよく練り、①を入れて
さっと混ぜ合わせる。

③フライパンにバターを溶かし、②を
12等分にしてハンバーグの形にして並べ、強めの中火で両面を焼く。

④皿に盛った③にかいわれ菜を添え、Aをかける。

●栄養価（1人分）   エネルギー240kcal/たんぱく質18.0ｇ/脂質9.9ｇ/
カルシウム23mg/鉄1.5mg/ビタミンC41mg/食物繊維1.7g/塩分2.1ｇ

●食推協からのコメント　材料の食感をいかすため、ジャガイモを入れたら混ぜ合わせすぎないようにしましょう

毎月19日は、

『食育の日』

　

先
日
、昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
宮
城
県
岩
沼
市
の
井
口
市
長
が
来
市

し
た
。袋
井
市
か
ら
の
義
援
金
や
物
資
、現
在
も

続
い
て
い
る
支
援
職
員
の
派
遣
へ
の
お
礼
が
、訪

問
の
目
的
で
あ
っ
た
。

　

岩
沼
市
は
、人
口
４
万
５
千
人
、海
岸
が
あ
り
、

土
地
が
平
た
ん
で
、市
境
に
は
阿
武
隈
川
が
流

れ
、地
勢
が
袋
井
市
と
大
変
似
て
お
り
、議
会
間

の
交
流
が
あ
る
こ
と
か
ら
、岩
手
県
釜
石
市
と
共

に
、重
点
的
に
復
旧
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　

今
回
、
井
口
市
長
と

の
話
し
合
い
の
中
で
、

両
市
間
の
災
害
時
の
相

互
応
援
協
定
を
結
ぶ
提

案
を
受
け
た
。

　

現
在
、袋
井
市
は
、長

野
県
塩
尻
市
と
姉
妹
都

市
提
携
し
、山
梨
県
北
杜
市
と
友
好
都
市
の
関
係

に
あ
る
。両
市
と
の
間
で
は
、災
害
時
相
互
応
援

協
定
を
結
ん
で
お
り
、災
害
時
に
は
、当
然
の
こ

と
な
が
ら
、支
援
し
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
被

害
状
況
を
見
る
と
、支
援
活
動
は
、単
独
の
市
で

は
、と
て
も
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

ま
し
て
、絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
が
、原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
、市
民
の

避
難
先
ま
で
考
え
る
と
、数
多
く
の
市
と
の
連
携

が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、袋
井
市
で
は
、江
戸
時

代
の
五
街
道
の
真
ん
中
の
市
と
し
て
友
好
関
係

が
あ
る
、山
梨
県
大
月
市
や
栃
木
県
大
田
原
市

な
ど
の
５
市
と
、災
害
支
援
協
定
の
締
結
に
向
け

て
、準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
「
遠
く
の
親
せ
き
よ
り
近
く
の
他
人
」と
い
う

言
葉
が
あ
る
。い
ざ
と
い
う
時
に
、す
ぐ
に
助
け

て
く
れ
る
の
は
、遠
く
に
住
む
親
せ
き
よ
り
も
、

近
く
の
人
な
の
で
、近
隣
の
人
と
仲
良
く
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
だ
、と

い
う
教
え
で
あ
る
。

　

想
定
さ
れ
て
い
る

「
南
海
ト
ラ
フ
」
に
よ

る
大
地
震
が
発
生
し

た
時
、
ま
ず
第
１
は
、

自
ら
の
命
は
自
ら
が

守
る「
自
助
」で
あ
り
、次
い
で
、地
域
の
み
ん
な

で
助
け
合
う「
共
助
」な
の
で
、「
近
く
の
他
人
」と

の
日
々
の
交
流
が
大
切
で
あ
る
。

　

併
せ
て
、磐
田
市
、掛
川
市
、森
町
も
同
時
に

被
災
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
遠
く
の
親
せ
き
」

で
あ
る
県
外
の
自
治
体
か
ら
の
支
援
が
、市
民
の

避
難
生
活
に
と
っ
て
、重
要
な
役
割
を
果
た
す
の

で
、こ
れ
か
ら
、都
市
間
の
支
援
協
定
の
締
結
を
、

積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

「
近
く
も
遠
く
も
大
切
」

食材まめ知識
　ジャガイモは、保存がき
くため1年を通して流通して
いますが、5月～6月ころと
9月～11月ころが旬となり
ます。
　選ぶときには、芽が出て
いないもの、はん点や傷が
ないものを選びましょう。

旬の食材を
使ったレシピ 鶏

とり

ひき肉とじゃがいもバーグ

A


